
事例 小学校体育科 美濃地区（Ｆ小学校）
１ 単元について

対 象 学 年 小学校 第６学年

学習指導要領 第５学年及び第６学年 「 ボール運動」E

単 元 名 「ソフトバレーボール」 （全９時間）

（１）技 能（運動の技能）
単 元 目 標 ○カバーし合ってボールをつなぎ、相手コートへ返すゲームができる。

（２）態 度（運動への関心・意欲・態度）
○認め、励まし合って活動し、ソフトバレーボールの楽しさや協力することのす
ばらしさを味わうとともに、ルールやマナーを守り、安全に気を付けて練習や
ゲームをする仲間になることができる。
（３）学び方（運動についての思考・判断）
○自分たちのチームのよいところを生かし、チームで作戦を工夫して練習やゲー
ムをすることができる。

基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫配 慮 事 項
○単元指導計画の工夫
・ソフトバレーボールの「ゲームの上達過程」と児童の興味・関心、施設、用
具等の条件を十分に踏まえて作成する。
・アンダーハンドやオーバーハンドでのボール操作、サーブなどの技能を習得
できるよう、ボールに触れる機会を多くするための工夫をする。
・グループの課題に応じた練習方法が選択できるよう、練習方法をいくつか例
示する。
・グループのよさを生かした作戦を考えることができるよう、コートでの守り
方（ポジションのとり方）を例示する。

、 、・グループの課題が達成できるよう 声のかけ合いなどの教え合いを大切にし
価値付けたり広めたりする。
・集団の凝集度が高まるよう、めざす仲間の姿を具体的に示し、教え合いや励
まし合いを大切にする。

○単位時間の工夫
＜計画の場面＞
・児童が見通しをもち、進んで活動することができるよう、１時間の学習の進
め方を具体的に示す。
・全体計画会では、グループや個人の課題が明確につかめるよう、動きのポイ
ント、練習方法、どんな仲間をめざすのかを具体的に提示する。
・グループ計画会では、グループの課題を達成するために、個人課題を明確に
するとともに、グループに合った練習方法や作戦を立てることができるよう
にする。
＜展開の場面＞
・練習やゲームでは、援助を必要とする児童やグループを中心に指導を行う。
・ゲーム中は、グループのよい動きや課題となる動きを的確に見付けるため、
外からアドバイスする児童を位置付ける。
・ゲーム記録やビデオなどにより、客観的に自分たちの姿を把握できるような
機会を設ける。
＜評価の場面＞
・グループ反省会では、個人の努力を評価するだけでなく、グループの課題と
つないで振り返らせ、次時の課題づくりをする。
・ゲームの勝敗や得点のみで評価するのではなく、グループや個人の課題が達
成できた具体的な姿を価値付けるようにする。

○用具の工夫
・本単元では、中学校の「バレーボール」への発展を意識し、ゴム製ソフトバ
レーボール（２００ｇ）を使用する。ボールの材質や重さによってゲームの
様相が変わるため、実態に応じてボールの種類を選択する必要がある。

参 考 資 料 資料１：学習カード１…グループ計画会、学習の進め方を理解するために使用
資料２：学習カード２…グループ課題、作戦、ゲーム記録・結果、反省の記録と

して使用
資料３：学習カード３…個人の課題・反省・きまりの振り返りに使用



２ 単元の評価規準

ア 運動への関心･意欲･態度 イ 運動についての思考・ ウ 運動の技能
判断

、 、内 友達とともに、ボール運動の チームの特徴を知り、作戦を バスケットボール サッカー

容ご 楽しさや喜びを求めて進んで 立てたり、ルールを工夫した ソフトボールまたはソフトバ

のと 取り組もうとする。また、勝 りしている。 レーボールについて、簡単な

まの 敗に対して正しい態度をとろ 作戦を生かしてゲームをする

と評 うとするとともに、安全に練 ための技能を身に付けてい

ま価 習やゲームをしようとする。 る。

り規

準

・チームに適した課題をもっ ・チームのよさを生かした作 ・両手や片手でボールを操作

て、練習やゲームに進んで 戦を立てている。 し、相手コートに返すこと

取り組み 楽しもうとする （課題達成） ができる。、 。

（楽しさ体験） （技能向上）

・チームの作戦に合った練習

・ルール・マナーを守り、審 を選んでいる。 ・自分のポジションや相手の

判の判定に従ったり、勝敗 （課題達成） 状況に応じて、両手や片手

を素直に認めたりしようと でボール操作をし、相手コ

単 する。 ートに返すことができる。

（社会的態度） ・ソフトバレーボールのルー （技能向上）

元 ル、各ポジションの動き方

について理解している。

の ・友達と協力し合い、練習の （知識・理解） ・ルールに従って、公平に審

場をつくろうとしたり、用 判ができる。

評 具の準備をしようとしたり （審 判）

する。

価 （社会的態度） ・目指す姿になったか、自分

やチームの姿を振り返るこ

規 とができる。

・運動をする場や用具の安全 （評 価）

準 を確かめようとする。

（安全な態度）



ア 運動への関心･意欲･態度 イ 運動についての思考・ ウ 運動の技能

判断

・ソフトバレーボールで、目 ・ゲームが成立するために必要 ・ボールの落下点へすばやく

指すゲームの姿をイメージ な最小限のルール（得点、人 移動して、両手や片手でボ

し、意欲をもつことができ 数、返す本数、安全）や学習 ールを操作をすることがで

る。 の進め方を理解している。 きる。

・運動する場や用具の安全を確 ・ゲーム記録や反省から、自分 ・状況に応じてオーバーハン

かめ、運動しようとする。 たちのチームのよいところや ドとアンダーハンドの使い

課題を明らかにしている。 分けをしたり、ボールを両単

手や片手で操作したりする位

・自分の役割を果たし、協力し ことができる。時

て学習の準備、片付けをしよ ・自分や仲間のがんばりを具体間

うとする。 的な姿で振り返り、認め合っに

ている。 ・ボールの方向へ体を向けてお

１歩踏み出し、カバーをすけ

・仲間のプレーに対して、声 ることができる。る

をかけながら活動しようと ・チームの課題に応じた練習方具

する。 法を選択している。体

・１本目を山なりの高いボーの

、評 ルでコートの真ん中へ上げ

・仲間の努力やよさを認め合い ・仲間の声やアドバイスから つないで相手コートへ返す価

励ましの声をかけたり教え合 動きの判断をしたり、うま ことができる。規

ったりして、力を合わせて活 くできなかったときの原因準

動しようとする。 を考えたりしている。

・サーブのイン・アウトや返

球回数などを正しく判断し

。・ルールを守り、審判の判定に ・チームで話し合い、自分たち て審判をすることができる

素直に従おうとする。 のよさを生かす守り方や相手

を意識した返し方の作戦を立

てている。

・ソフトバレーボールの楽しさ

や喜びを味わうことができた

か振り返ろうとする。 ・ねらいやねがいが達成でき

たか具体的な姿で振り返っ

ている。



３ 指導と評価の計画 （全９時間）
（１）評価規準を盛り込んだ単元指導計画

Ｆ小学校

条件 学 習 内 容 観 点 別 評 価 規 準 及 び 方 法

過程 運 動 の 側 面 集 団 の 側 面 運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能

◇ねらい ◆ねがい ゲームが成立するために必要・ソフトバレーボールで、目 ・
計 「 つなぎ、相手コー 「認め、励まし合って練習やゲー な最小限のルール（得点、人カバーし合ってボールを 指すゲームの姿をイメージ
１ トへ返すゲームができる」 ムを行い、力を合わせて活動す 数、返す本数、安全）や学習し、意欲をもつことができ
画 ることのすばらしさを分かり合 の進め方を理解しているる （学習カード・観察）

える仲間になることができる」 （学習カード・観察）

◇ためしのゲームでグループの課題を見付け ◆学習のきまりに従って活動でき ・運動する場や用具の安全を確 ・ボールの落下点へすばやく移２ ・ゲーム記録や反省から、自分
ることができる る かめ、運動しようとする 動して両手や片手でボール操たちのチームのよいところや

（観察） 作をすることができる課題を明らかにしている
◇ボールを落とさないで、返すゲームをする ◆係の役割を果たし、てきぱきと （学習カード・観察）３ （学習カード・観察）
ことができる 活動を進めていくことができる ・自分の役割を果たし、協力し
・すばやくボールの落下点へ動き、ボールを て学習の準備、片付けをしよ ・自分や仲間のがんばりを具体 ・状況に応じてオーバーハンド
操作する ◆リーダーの指示に従い、協力 うとする 的な姿で振り返り、認め合っ とアンダーハンドの使い分け展
・ボールの高さに合わせて、オーバーハンド してチーム練習を進めること （学習カード・観察） ている をしたり、ボールを両手や片４
やアンダーハンドを使ってパスをする ができる 手で操作したりすることがで（学習カード・観察）
・ オーバー 「アンダー 「はい 「お願い」 ・仲間のプレーに対して声を きる「 」 」 」
などの指示の声をかけ合って活動する かけながら活動しようとす （学習カード・観察）

（ ）る 観察
◇カバーし合ってボールをつなぎ、相手コー ◆練習・ゲーム・反省会などで、 ・ボールの方向へ体を向けて５ ・チームの課題に応じた練習方
トに返すゲームをすることができる お互いを認め合い、励ましの声 ・仲間の努力やよさを認め合い １歩踏み出し、カバーをする法を選択している
・ボールがいった方へ全員が体を向け、１歩 をかけることができる 励ましの声をかけたり教え合 （学習カード・観察） ことができる
踏み出す ・仲間のプレーを一生懸命見合う ったりして、力を合わせて活 （学習カード・観察）
・１本目のボールを高くコートの中へ返す ・ ナイス」など、よいプレーに 動しようとする ・仲間の声やアドバイスから６ 「
・ 前 「○○さん 「大きく 「高く上げて」 対する称賛、認めの声をかける （学習カード・観察） 動きの判断をしたり、うま ・１本目を山なりの高いボール「 」 」 」
などの指示の声をかけ、教え合って活動す ・ おしいよ 「ドンマイ 「次が くできなかったときの原因 でコートの真ん中へ上げ、つ「 」 」
る んばろう」など仲間の失敗に対 を考えたりしている ないで相手コートへ返すこと

して励ます声をかける ができる開 （学習カード・観察）
７ 【リーグ戦】 （学習カード・観察）

つなぎ、相 ・チームで話し合い、自分たち◇学習の成果を発揮し、ボールを ◆リーグ戦の進め方や役割分担 ・ルールを守り、審判の判定に
に従い活動することができる 素直に従おうとする ・サーブのイン・アウトや返球手コートへ返すゲームができる のよさを生かす守り方や相手

・作戦を立て、工夫して、守ったり返したり （学習カード・観察） 回数などを正しく判断して審を意識した返し方の作戦を立
８ する ◆審判の指示に従い、公正にゲ 判をすることができるてている
・作戦ボードや動きなどで分かりやすく教え ームを行うことができる （観察）（学習カード・観察）
る
・コートの真ん中へ高い山なりのボールを上 ◆勝ちを喜び合ったり、負けを素
げ、つないで相手コートに返す 直に認めたりすることができる ・ねらいやねがいが達成でき

・ソフトバレーボールの楽しさ たか具体的な姿で振り返っ
や喜びを味わうことができた ている評 ９ 【反省会】

◇リーグ戦成績（順位） か振り返ろうとする （学習カード）◆協力活動の程度
◇課題達成度（グループ・個人） （学習カード・観察）価 ◆集団結合度



（２）単元指導計画

Ｆ小学校

条件 学 習 内 容 学 習 活 動 教 師 の 指 導

過程 運 動 の 側 面 集 団 の 側 面 運 動 の 側 面 ・ 集 団 の 側 面 運動の側面 集団の側面

、１ ◇ねらい ◆ねがい ・教師の話を聞き、単元全体の見通しをも ・図や などを利用しゲ ・前時の価値ある姿を示しVTR
つ ームのイメージ化を図り、 認め合い励まし合いの大計 「カバーし合ってボールをつなぎ、相手コ 「認め、励まし合って練習やゲー
・１グループ４～７人 学習課題を明確にする 切さに気付かせ、目指すートへ返すゲームができる」 ムを行い、力を合わせて活動す
グループ間等質、グループ内異質 ・学習ノートや掲示物を提示 仲間の姿をつかませる画 ることのすばらしさを分かり合

・グループで学習計画を立てる し、具体的に学習の進め方 ・きまりの守り方についてえる仲間になることができる」
役割の分担 ゼッケン 用具 を説明する 具体的な場面を示して話（ ）L PO MO、 、 、 、
めざす仲間像の決定、きまりの設定 す

◇ためしのゲームでグループの課題を見 ◆学習のきまりに従って活動でき ・バドミントン ・ためしのゲームを通してル ・安全に留意しながら準備２ 【場の設定】
付けることができる る コート ールを確認する や片付け、係の仕事、活

・ネット ・ゲーム記録をもとに、ボー 動を進めているグループ1G 3G 5G 2m
◇ボールを落とさないで、返すゲームをす ◆係の役割を果たし、てきぱきと ・ソフトバレーボ ルがつながらない実態を示 を全体の場で称賛する３
ることができる 活動を進めていくことができる ール 高学年用 し、課題づくりをする ・児童が互いにかけ合う言2G 4G 6G （ ）
・すばやくボールの落下点へ動き、ボール ・コート間に１コ ・オーバーハンドやアンダー 葉（声）を「動き 「励ま」
を操作する ◆リーダーの指示に従い、協力し ート増やし３面設置 活動の場の確保 ハンドでのボール操作がう し 「団結」の視点で分類（ ） 」
・ボールの高さに合わせて、オーバーハン てチーム練習を進めることがで 【主なルール】 まくできない児童には、個 し、黒板等に掲示するこ４
ドやアンダーハンドを使ってパスをする きる ・一人２回続けて打つことはできない 別に指導をする とで、言葉（声）をかけ展
・ オーバー アンダー はい お願い ・ラリーポイント１５点、又は７分間ゲーム →ボールの下へ走って移動 合うことを意識付ける「 」「 」「 」「 」
などの指示の声をかけ合って活動する ・サーブは、どこから打ってもよい →おでこの前で三角を作っ ・応援をしたり喜び合った

◆練習・ゲーム・反省会などで、 ・サーブは、得点を取ったチームが打つ てオーバーハンド りする個人やグループの
◇カバーし合ってボールをつなぎ、相手コ お互いを認め合い、励ましの ・４人制、ポジションは固定（途中で交代） →肘を伸ばして体の正面で 姿を認め、全体に広める５
ートに返すゲームをすることができる 声をかけることができる 又はローテーション アンダーハンド ・うまくできない児童に、
・ボールがいった方へ全員が体を向け、１ ・仲間のプレーを一生懸命見合う ・ボールは３回以内で相手コートに返す ・ボールの落下点に素早く移 実際の動きを示して教え
歩踏み出す ・ ナイス」など、よいプレーに ⇒ゲームの発展にあわせ、変化させる 動できるよう助言する たり作戦ボードなどを使「
・１本目のボールを高くコートの中へ返す 対する称賛、認めの声をかける →後ろについて 前 右 って話したりする姿を価６ 「 」「 」
・ 前 ○○さん 大きく 高く上げて ・ おしいよ 「ドンマイ 「次がん 【１時間の学習の流れ 【練習方法の工夫】 と声をかける 値付け、全体に広める「 」「 」「 」「 」 「 」 」 】
などの指示の声をかけ、教え合って活動 ばろう」など仲間の失敗に対し ・単元前半 ・ボールの方に体を向け、１ ・動きが思うように高まら
する て励ます声をかける 全体計画会 ボール操作を身に付けるた 歩踏み出すとカバーがしや なくても、仲間の援助に

Ｇ計画会 めに、ネット越しパスや円 すくなることを助言する 応えようと、あきらめず
７ 【リーグ戦】 Ｇ課題練習 陣パスをする ・１本目をコートの真ん中に に努力している姿を価値開
◇学習の成果を発揮し、ボールを ◆リーグ戦の進め方や役割分担に ゲーム 高く上げると、カバーしや 付けるつなぎ、

従い活動することができる ミニ研究会 ・単元後半 すくなることをコート上で ・グループ内のよい仲間の相手コートへ返すゲームができる
・作戦を立て、工夫して、守ったり返した Ｇ反省会 課題達成のために、グル 動きを示し説明する 姿を全体反省会で紹介さ
りする ◆審判の指示に従い、公正にゲー 全体反省会 ープの実態に応じた練習 ・相手コートへボールを返す せ、互いのよさを見付け
・作戦ボードや動きなどで分かりやすく教 ムを行うことができる 法や守り方を選択したり ときは、返したい方へ体を ようとする意識を高める
８ える 工夫したりする 向け、高めに打つとよいこ ・援助や要求が、非難にな
・コートの真ん中へ高い山なりのボールを ◆勝ちを喜び合ったり、負けを素 とを助言する らないよう個々の目標を
上げ、つないで相手コートに返す 直に認めたりすることができる ・ゲーム記録からゲームの様相をつかみ、練 ・守り方を例示し、ポジショ 理解し合った上で活動で

習方法を工夫したり作戦を立てたりする ンごとの動き方を話す きるようにする

・グループの活動全体を相互評価する ・結果や記録だけでなく、そ ・お互いに援助し合い、そ評 ９ 【反省会】
◇リーグ戦成績（順位） ◆協力活動の程度 課題達成度 ・仲間の心の結び付き れを生み出した原因を取組 れに応え合った努力や関
◇課題達成度（グループ・個人） ◆集団結合度 きまりの守りぶり・役割の果たしぶり の事実をもとに認める わりを認める価



４ 単位時間の授業展開例
（１）本時のめあて

カバーし合うことが大切だとわかり、 相手コートへ返すゲームができる①技 能 の 内 容： ボールの方向へ体を向け、１歩踏み出してボールをつなぎ、
認め合い、励ましの声をかける仲間になることができる②態 度 の 内 容：お互いを

チームの課題をはっきりさせ、練習やゲームに取り組むことができる③学び方の内容：
（２）本時の位置 ５／９時
（３）展開案

条件 学 習 内 容 学 習 活 動 教 師 の 指 導

過程 運 動 の 側 面 集 団 の 側 面 運 動 の 側 面 ・ 集 団 の 側 面 運動の側面への指導 集団の側面への指導

＜準備、準備運動＞ ・準備運動には、1対1、1対2、円陣などのパ ・用具の準備が安全にできている
・係を中心に安全に注意して素早く準備をする スを位置付ける か確認する

◇カバーし合ってボー ◆仲間のよい姿を認め ＜全体会＞ ・ボールをつなぐためのポイントを動きや図を ・前時の仲間と関わる姿の中から、
ルをつなぎ、相手コ 合ったり励ましの声 ・前時の姿から、本時の目指す姿とポイント、 使って具体的に示す 価値ある姿を具体的に話し、本

計 計 ートに返そう をかけ合ったりしよ 練習方法の例を知る →ボールの方へ体を向けて1歩踏み出す 時で目指す仲間の姿を明確にす
画 う ＜グループ計画会＞ ・チームや個人課題と全体課題とにズレがない る
会 ・チームの実態を踏まえ、目指す姿を達成する か確認する ・互いにかけ合っている声の中か
・チーム課題、個人課題 ・めざす仲間像、きまり ためのポイントを課題としてもつ ・チームに合った練習方法が選択できるように ら、相手の努力を認め、励まし

画 ５ の把握 の把握 ・チーム課題を達成するための個人課題を明確 複数の練習方法を具体的に示す ている声かけの例を挙げ、目指
・練習方法の選択 にもつ（話す） す仲間に近付く関わり方につい【思考・判断】

・チーム課題を達成するための練習方法や守り て話す◎チームの課題に応じた練習方法を選択している
方を話し合う

◇カバーし合ってボール ◆チームで声をかけ合っ ＜グループ練習＞ ・うまくボールがつながらないチームに対して ・うまくできなかったときに、繰
練 をつなぐために、ボー て練習することができ ・一人がコート外からボールを投げ入れる練習 練習の途中でボールを止め、ボールに対する り返し取り組んだり励まし合っ
習 ルの方へ体を向け１歩 る など、グループで選択した練習をする 体の向きや動き方を確認する たりしながら練習しているチー
踏み出すことを意識し ・指示の声、励ましの声 ・コート３面で、全チームが同時に練習する ・うまくできない仲間に、体の動きや図などを ムを称賛する

７ て練習ができる をかけ合う 使って分かりやすく教え合う姿を価値付け、
・ボールを投げ入れる役 A B C ＜ゲーム＞ 広める ・コートの外から応援や励ましの

展 を交代して行う 1G 3G 5G・１チーム４人 ・カバーし合うことを意識し、ボールをつなご 声をかけている児童を認め、チ
が出場する うと最後までボールを追いかけるチームを称 ームの協力の姿であることを価

◇ゲームのメンバー、ポ ◆ゲームでかけ合う声を 2G 4G 6G・１試合１５点 賛する 値付けるゲ
ジション、課題、役割 確認することができる 又は７分間 ・ボールの動きに対して、素早く反応できない

ー

の確認をすることがで ・A、Cコートでゲームを行い、空いている 児童を中心に見届け 「前 「カバー」など瞬 ・仲間のよさを認めようとしていム 、 」
きる チームが審判、ゲーム記録係を行う 時の声をかける る姿を価値付ける・

研 Aコート ①１－２ ②２－６ ③１－６ ・ゲームでボールがつながらないチームに対し ・係の仕事を責任を持って行って
究 Cコート ①３－４ ②４－５ ③３－５ て 「はい 「お願い 「カバー」などの指示、 いる児童を認める、 」 」

【関心・意欲・態度】開 会 連絡の声が有効であることを話す
◎仲間の努力やよさを認め合い、励ま・ ◇ボールの方へ体を向け、 ◆認め合いや励まし合い ＜ミニ研究会＞ ・コートの外から指示の声を出している児童を
しの声をかけたり教え合ったりして、ゲ １歩踏み出してボール の声をかけ合いながら ・ゲームの入れ替わり時に研究会をする 認める
力を合わせて活動しようとする

ー

をつなぎ、相手コート ゲームを行うことがで ・課題と練習、ゲームの様子、記録を振り返り ・正しく審判を行っている児童を価値付ける
【技能】ム へ返すゲームができる きる（コート内外） 次のゲームに生かす
◎ボールの方向へ体を向けて１歩踏み出し、カバーを・ ナイス 「おしいよ」 ・ゲームの対戦や審判の役割などを確認する「 」
することができる28

反 ・チームの課題達成度に ・声をかけ合う仲間にな ＜グループ反省会＞ ・課題を意識して取り組み、よいプレーができ ・認めや励ましの声をかけ合って
反 省 ついて振り返り、カバ ることができたかを振 ・リーダー、Ｐ0、MOを中心に、ゲームや たチームを価値付け、広める 活動し集団凝集度に高まりが見
会 ーし合ってボールをつ り返る 活動の様子を振り返る ・ゲーム記録をもとにチームの伸びを取り上げ、 られたチームや個を価値付け、
省 なぐことができたかを ・学習のきまりが守れた ＜全体会＞ 価値付ける 次時への意欲化を図る
５ 振り返る か振り返る ・グループや個人の成果を発表し合って振り返

る



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

「運動の技能」 ○ボールの落下点へすばやく移動して両手や片手でボ ○状況に応じて、オーバーハンドとアンダーハンドの ○ボールの方向へ体を向けて１歩踏み出し，カバーを
の評価規準 ール操作をすることができる 使い分けをしたり、ボールを両手や片手で操作した することができる

（ ） （ ） （ ）第３時間目に評価 りすることができる 第４時間目に評価 第５時間目に評価

評価方法 学習カード・観察 学習カード・観察 学習カード・観察

努力を要する ◆ボールが来ても動かず、見送ってしまう ◆どのような高さのボールに対してもアンダーハンド ◆仲間が打ったボールに反応せず、見送ってしまう「 」
と判断した状況 ◆ボールに触るが、後ろや横へはじくなど、目標の方 ばかり、又はオーバーハンドばかりを使いうまくボ ◆ボールを目や顔で追うが、体を動かそうとしない

向へパスをすることができない ール操作することができない

その要因 ・ボディーコントロールができない ・構えの手が下がり、最初からアンダーハンドを組ん ・ボールが打たれた瞬間に体を動かすことができない
・ボールとの距離感がつかめない でいる ・ボールの方向に体（つま先）を向けることができな
・ボールが打たれた瞬間に体を動かすことができない ・オーバーハンド、アンダーハンドの判断が遅れ、あ い
・体の正面でボールをパスせず、横へ手を出している わてて手を出してしまう ・チームでつなぎ合うという意識が弱い

指導の手立て 【手立て１】 【手立て１】 【手立て１】
◇ボールとの距離感をつかませる ◇オーバーハンドとアンダーハンドの使い分けを判断 ◇ボールが空中にあるうちに必ず体（足）を動かす習
◇ボールを落とさずに、体の正面でキャッチするとい することができるようにする 慣を身に付けさせる
う経験を多くさせる ◇示範により、どのような高さのボールをアンダーハ ◇チーム練習で、３人組または 列でネット越しにボ1
◇バケツやコーンを利用してボールキャッチゲームを ンドやオーバーハンドで操作したらよいかを理解さ ールを投げ入れ、ボールの落下点にすばやく動く練
取り入れる せる 習をする

◇まわりから「動いて 「前 「右 「左」などの声を」 」 」
必ずかけて練習を行うボールを

オーバーハンドで操作
投げる ボールの方向に動く

ネット越しに投げるアンダーハンドで操作
後ろから声をかける

【手だて２】
、 （ ）【手立て２】 【手立て２】 ◇コート内で ボールが行った方向に必ず体 つま先

◇オーバーハンドやアンダーハンドなどのボール操作 ◇チームで、いろいろな高さのボールを投げ、周りか を向け、１歩踏み出す習慣を身に付けさせる
を示範や絵などで具体的に示し、練習させる らも「オーバー 「アンダー」という声をかけなが ◇チーム練習でコートに４人が入り、ネット越しにボ」

ら練習を行う ールを投げ入れ、必ずボールをとる子の方へ体を向
◇円陣パス・対人パスなどで声をかけながら練習す けて１歩動くという抽出練習をする
る ◇最初はボールを投げ入れてキャッチし、みんなの動

きができているかどうかを確認し合う練習を行い、ボールを見て判断し、
徐々にレシーブからボールをつなぐ動きへ発展させ周りから声をかける
ていく

高いボール・低いボールを ボールの方向へ
体の正面に投げる １歩踏み出す

ネット越しに投げる
ボールを見て判断し、 円陣でお互い
声をかけながらパスをする に声をかけ合 最初はキャッチ→レシーブ

ってパスする



「運動の技能」 ○１本目を山なりの高いボールでコートの真ん中へ上
の評価規準 げ、つないで相手コートへ返すことができる

（ ）第６時間目に評価

評価方法 学習カード・観察

努力を要する ◆ボールを受けることはできるが、つなぎにくいボー「 」
と判断した状況 ルでコートに落ちてしまう

◆相手コートへ返す時にネットに引っかけたりコート
の外へ飛ばしてしまったりする

その要因 ・１本目のボールが低い
・１本目のボールがネット際に近づきすぎる
・ボールコントロールが不十分
・相手コートへ返すときのボールが低い
・返したい方へ体を向けずに、ラストボールを打つ

指導の手立て 【手立て１】
◇１本目を高く上げることのよさを示範によって理解
させる
◇アンダーハンドの腕の角度とボールが飛ぶ方向や高
さを示範や図で具体的に示し、理解させる
◇チーム練習で 「高く上げて」や「膝を曲げて 「体、 」
を起こして」という声をかける
◇バスケットゴールをねらってアンダーハンドパスを
する練習も行う

腕の角度によって、ボールが
飛ぶ方向が変わることを示す

【手だて２】
◇ネットよりも高くボールを上げることを意識し、ネ
ット越しに向かい合ってパスをし合う
◇ボールが空中にあるうちに体の向きを変え、相手コ
ートへ体を向けてラストボールを打つ（パスする）
ことを意識した練習を行う
◇周りから「体向けて 「高めに 「真ん中へ」など」 」
の声をかける


